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(57)【要約】
主装置にイーサネットサービスを提供するのに適したデ
バイスに、ピンのセットを備えたポートコネクタを介し
て接続されている主装置で、サービスを起動する方法で
あって、ピンのセットは第１のピンのサブセットと第２
のピンのサブセットを含み、第１のピンのサブセットと
第２のピンのサブセットは、共通のピンを含まない。方
法は、第１のピンのサブセットでのファーストイーサネ
ットサービスと、第２のピンのサブセットでの第２のサ
ービスを、初期状態で常に検知するステップと、ファー
ストイーサネットサービスと第２のサービスのどちらが
、第１のピンのサブセットと第２のピンのサブセットで
信号伝達されているかを検出するステップと、第２のサ
ービスが検出された場合、第２のピンのサブセットを選
択し、主装置で第２のサービスを起動するステップと、
ファーストイーサネットサービスが検出された場合、第
２のサービスを無効にして、第１のピンのサブセットと
第２のピンのサブセットを選択し、ファーストイーサネ
ットサービスを起動するステップと、さらに、ギガビッ
トイーサネットサービスが可能な場合、ファーストイー
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主装置（２０１）でサービスを起動する方法であって、前記主装置は、ピンのセットを
含むポートコネクタ（２０８）を介して、前記主装置にイーサネットサービスを提供する
のに適したデバイスに接続され、前記ピンのセットは、第１のピンのサブセット（１～３
，６）と第２のピンのサブセット（４，５，７，８）とを含み、前記第１のピンのサブセ
ットおよび前記第２のピンのサブセットは、共通のピンを含まず、
　初期状態（Ｓ１）において、常に、前記第１のピンのサブセット（１～３，６）でファ
ーストイーサネットサービスの検知を行い、前記第２のピンのサブセット（４，５，７，
８）で第２のサービスの検知を行うステップと、
　前記ファーストイーサネットサービスと前記第２のサービスのどちらかが、前記第１の
ピンのサブセットと前記第２のピンのサブセットで信号伝達されているのを検出するステ
ップ（Ｓ２）と、
　前記第２のサービスが検出された場合、前記第２のピンのサブセット（４，５，７，８
）を選択し（Ｓ３）、前記主装置で前記第２のサービスを起動するステップと、
　前記ファーストイーサネットサービスが検出された場合、前記第２のサービスを無効に
し、前記第１のピンのサブセットと前記第２のピンのサブセット（１～８）を選択し（Ｓ
３）、前記ファーストイーサネットサービスを起動し、さらに、ギガビットイーサネット
サービスが可能な場合、前記第１のピンのサブセットと前記第２のピンのサブセット（１
～８）を含む前記ポートコネクタ（２０８）で、前記ファーストイーサネットサービスの
代わりに、前記ギガビットイーサネットサービスを有効にするステップと、
　を含む、前記方法。
【請求項２】
　前記ポートコネクタは、８Ｐ８ＣモジュラーコネクタまたはＲＪ４５コネクタ（２０８
）である、請求項１に記載の方法。 
【請求項３】
　前記第２のサービスは、ｘＤＳＬおよび／またはＰＳＴＮサービスである、請求項１ま
たは２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ファーストイーサネットサービスおよび前記第２のサービスの両方が、前記両方の
ピンのサブセットで検出された場合、エラー状態をユーザに報告し、両方のサービスを無
効にするステップを含む、請求項１、２、または、３に記載の方法。
【請求項５】
　前記主装置は、選択コンポーネント（２０７）を備え、前記選択コンポーネント（２０
７）は、前記主装置のスイッチを入れると、常に、前記第２のピンのサブセット（４，５
，７，８）を前記第２のサービスに切り替え、前記ファーストイーサネットサービスが検
出された時、ギガビットイーサネット機能が可能な場合、前記ギガビットイーサネットサ
ービスを有効にするために、第１および第２のピンのサブセット（１～８）に切り替える
、請求項１～４の１項に記載の方法。
【請求項６】
　選択されたサービスの同期が失われた場合に、前記第２のサービスのために前記第２の
ピンのサブセット（４、５、７、８）が選択される前記初期状態（Ｓ１）に常に切り替え
るステップを含む、請求項１～５の１項に記載の方法。
【請求項７】
　装置にサービスを提供するのに適したデバイスに接続するためのポートコネクタ（２０
８）を備えた前記装置（２０７）であって、
　前記ポートコネクタは、第１のピンのサブセット（１～３，６）と第２のピンのサブセ
ット（４，５，７，８）を有するピンのセットを含み、前記第１のピンのサブセットと前
記第２のピンのサブセットは共通のピンを持たず、
　前記装置は、第１のサービスと第２のサービスのどちらが、前記第１のピンのサブセッ
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トと前記第２のピンのサブセットで信号伝達されるかを検出し、かつ、前記検出された第
１または第２のサービスを前記装置上で起動するための検出器（２０２，２０４，２０５
，２０６）と、前記第１のサービスも前記第２のサービスも検出されない場合に、前記装
置で第３のサービスを選択するための選択コンポーネント（２０７）とを含み、前記第３
のサービスは、前記ポートコネクタ（２０８）の、前記第１のピンのサブセットと前記第
２のピンのサブセット（１～８）からなる第３のピンのセット（１～８）を必要とする、
　前記装置（２０１）。
【請求項８】
　前記ポートコネクタは、８Ｐ８ＣモジュラーコネクタまたはＲＪ４５コネクタ（２０８
）である、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記第１のサービスはファーストイーサネットサービスであり、前記第３のサービスは
ギガビットイーサネットサービスである、請求項７または８に記載の装置。
【請求項１０】
　ファーストイーサネットまたは前記第２のサービスが有効にされているか否かを検出し
、ファーストイーサネットも前記第２のサービスも検出されない場合、前記ギガビットイ
ーサネットサービスを選択する、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第２のサービスは、ｘＤＳＬおよび／またはＰＳＴＮサービスである、請求項７、
８または９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記選択コンポーネント（２０７）は、前記装置のスイッチを入れると、常に、前記第
２のピンのサブセット（４，５，７，８）を前記第２のサービスに切り替え、ファースト
イーサネットも前記第２のサービスも検出されない時、前記ギガビットイーサネットサー
ビスに切り替える、請求項９、１０または１１の１項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記選択コンポーネント（２０７）は、選択されたサービスの同期が失われた場合、前
記第２のサービスのために前記第２のピンのサブセット（４，５，７，８）が選択されて
いる初期状態（Ｓ１）に、常に切り替える、請求項７～１２の１項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記装置は住居用ゲートウェイである、請求項７～１３の１項に記載の装置。
【請求項１５】
　請求項１～６の１項に記載の方法を行うための装置（２０１）であって、前記装置にサ
ービスを提供するのに適したデバイスを接続するためのポートコネクタ（２０８）を備え
る、前記装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ネットワークポート管理の分野に関する。より詳細には、本発明は、単一の
ネットワークポートを、多目的なネットワークポートとして用いる方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　住居用ゲートウェイ等のデバイスが提供する必要のあるサービスの量は、一般的に、増
えている。この結果、このようなシステムのポートの量も増えている。しかし、多くの場
合、そのデバイスを使用している顧客の目からみると、一部のサービスは互いに排他的で
ある。例えば、２つの別個のポートを備えるデバイスを考えると、顧客は第１のポートま
たは第２のポートを使用し、両方は同時に使用しないことがよくある。しかし、全てのあ
り得るニーズに対応するために、システム開発者は、必要とされるサービスを全て、たと
え、それらが互いに排他的であっても、考慮してシステムを設計しなければならない。
【０００３】
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　それに加えて、ポートは、単一のサービスへのアクセスを提供する場合でさえ、設計サ
イズを決定する要因になり始めている。互いに排他的なサービスの場合、各サービスが別
個のポートを必要とし、その各ポートがかなり大きくなる場合があるので、無駄になるス
ペースの量は増加する。
【０００４】
　特許文献１は、単純な通常の電話線、様々なコンピュータデバイス、および／または、
ローカルエリアネットワークに接続する多目的なコネクタおよび回路を組み込んだ携帯電
話機を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許公開第２００２１０６９９４号明細書
【発明の概要】
【０００６】
　本発明は、主装置にイーサネットサービスを提供するのに適したデバイスに、ピンのセ
ットを備えたポートコネクタを介して接続される主装置において、サービスを起動する方
法を開示している。ピンのセットは、第１のピンのサブセットと第２のピンのサブセット
とを含み、第１のピンのサブセットと第２のピンのサブセットは共通のピンを持たない。
方法は、
　初期状態において、第１のピンのサブセットでファーストイーサネットサービスを、第
２のピンのサブセットで第２のサービスを常に検知するステップと、
　ファーストイーサネットサービスと第２のサービスのどちらが、第１のピンのサブセッ
トと第２のピンのサブセットで信号伝達されているかを検出するステップと、
　第２のサービスが検出された場合、第２のピンのサブセットを選択して、第２のサービ
スを主装置で起動するステップと、
　ファーストイーサネットサービスが検出された場合、第２のサービスを無効にし、第１
のピンのサブセットと第２のピンのサブセットを選択し、ファーストイーサネットサービ
スを起動し、さらに、ギガビットイーサネットサービスが可能な場合、第１のサブセット
と第２のサブセットを含むポートコネクタで、ファーストイーサネットサービスの代わり
にギガビットイーサネットサービスを有効にするステップとを含む。ファーストイーサネ
ットサービスの検出は、詳細には、ファーストイーサネットサービスを有効にすることに
よって開始し、次に、ファーストイーサネット検出中にギガビットイーサネット機能が通
知されると、ギガビットイーサネットを有効にする。
【０００７】
　好ましい実施形態においては、第２のサービスは、ｘＤＳＬおよび／またはＰＳＴＮサ
ービスであり、ポートコネクタは、イーサネット（登録商標）、ｘＤＳＬ、および／また
は、ＰＳＴＮサービスで用いられるような８Ｐ８ＣモジュラーコネクタまたはＲＪ４５コ
ネクタである。
【０００８】
　本発明の態様において、主装置は、選択コンポーネントを含む。選択コンポーネントは
、主装置にスイッチを入れた後、常に、第２のピンのサブセットを第２のサービスに切り
替え、ファーストイーサネットサービスが検出された時、ギガビットイーサネット機能が
可能な場合、ギガビットイーサネットサービスを有効にするために、第１のピンのサブセ
ットと第２のピンのサブセットの両方に切り替える。従って、第２のサービスは、主装置
のスイッチを入れると、最初は、リスニング／検出モードになる。
【０００９】
　本発明のさらなる態様においては、方法は、選択されたサービスの同期が失われると、
第２のサービスのために第２のピンのサブセットが選択される初期状態に常に切り替わる
。この段階で、第２のサービスは、リスニング／検出モードにある。ファーストイーサネ
ットサービスと第２のサービスの両方が、第１ピンのサブセットと第２のピンのサブセッ
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トの両方で検出された場合、エラー状態が主装置のユーザに報告され、ファーストイーサ
ネットサービスと第２のサービスの両方が無効にされる。
【００１０】
　本発明に従った装置は、その装置にサービスを提供するのに適したデバイスに接続する
ためのポートコネクタを含む。ポートコネクタは、第１のサブセットと第２のサブセット
とを有するピンのセットを含み、第１のサブセットと第２のサブセットは共通のピンを含
まない。装置は、第１のサービスと第２のサービスのどちらが、第１のピンのサブセット
と第２のピンのサブセットで信号伝達されているかを検出して、検出した第１または第２
のサービスを装置で起動させる検出器と、第１のサービスも第２のサービスも検出されな
い場合、装置での第３のサービスを選択する選択コンポーネントとをさらに含み、第３の
サービスは、ポートコネクタの第３のピンのセットを必要とし、第３のピンのセットは、
第１のピンのサブセットと第２のピンのサブセットを含む。
【００１１】
　好ましい実施形態においては、第１のサービスはファーストイーサネットサービスで、
第３のサービスはギガビットイーサネットサービスであり、ファーストイーサネットまた
は第２のサービスが有効にされているか否かを検出し、ファーストイーサネットも第２の
サービスも検出されない場合、ギガビットイーサネットサービスが選択される。ポートコ
ネクタは、例えば、８Ｐ８ＣモジュラーコネクタまたはＲＪ４５コネクタである。第２の
サービスは、詳細には、ｘＤＳＬおよび／またはＰＳＴＮサービスである。
【００１２】
　本発明の態様においては、選択コンポーネントは、装置のスイッチを入れると、常に、
第２のピンのサブセットを第２のサービスに切り替え、ファーストイーサネットも第２の
サービスも検出されない場合、ギガビットイーサネットサービスに切り替える。
【００１３】
　本発明のさらなる態様においては、選択コンポーネントは、選択されたサービスの同期
が失われると、第２のサービスのための第２のピンのサブセットが選択される初期状態に
常に切り替える。これは、リンクが失われた後、再度、第２のサービスの検出を有効にす
るためである。
【００１４】
　装置、それぞれ、主装置は、詳細には、住居用ゲートウェイである。
【００１５】
　理解を深めるために、本発明を、図面を参照しながら以下により詳しく説明する。本発
明は、記載の実施形態に限定されず、具体的な特徴は、請求項で規定される本発明の範囲
から逸脱することなく、適切に組み合わせでき、および／または、修正できることは理解
されよう。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明のフロー図である。
【図２】例示的な実施形態を示す住居用ゲートウェイのハードウェア構成である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に、本発明の主装置の好ましい実施形態を記載する。
【００１８】
　主装置は、この例では、図２に示す住居用ゲートウェイ２０１である。住居用ゲートウ
ェイ２０１は、下記のハードウェアの機能を含む。
【００１９】
　　イーサネットまたは８Ｐ８Ｃコネクタとしても知られているＲＪ４５ポートコネクタ
２０８
　　イーサネット回路２０６との１０ＢａｓｅＴ／１００Ｂａｓｅ－ＴＸ／１０００Ｂａ
ｓｅ－Ｔギガビットイーサネットインタフェース
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　　住居用ゲートウェイによって制御されて、様々な利用可能なインタフェース間の選択
を自動的に行うことができる選択コンポーネント２０７
　　例えば、ＰＳＴＮサービスのための音声回路２０２
　　ローパスフィルタ２０４ 
　　ハイパスフィルタ２０５を備えたｘＤＳＬ　ＡＦＥ（アナログフロントエンド）
　　ＣＰＵやコントローラなどを含む、ゲートウェイ２０１の基板のリアルエステート（
Board Real estate）の残りの部分２０３ 
　ＲＪ４５コネクタ２０９は、ＲＪ４５ポートコネクタ２０８に接続される。
【００２０】
　多目的ピンとして用いることができるＲＪ４５ポートコネクタ２０８のピンは、ピン４
，５，７，８である。用いられる多目的ピンの量は、多重インタフェースに依存する。例
示の本実施形態においては、ピン４，５が２本の多目的ピンとして用いられている。ＲＪ
４５ポートコネクタ２０８に接続できるアクセス技術の性質に応じて、１本、２本、３本
、または、４本の多目的ピンが用いられる。
【００２１】
　サービスプロバイダは、エンドカスタマーに多種類のサービスを提供する。例において
は、これらのサービスは、下記のようなＷＡＮ（広域ネットワーク）技術である。
【００２２】
　　イーサネット
　　ｘＤＳＬ（特に、ＡＤＳＬ、ＡＤＳＬ２、ＡＤＳＬ２＋、ＶＤＳＬ、ＶＤＳＬ２）お
よび／または＋ＰＳＴＮ、ここで、ＰＳＴＮは、公衆交換電話網（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｓｗｉ
ｔｃｈｅｄ　Ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）を表し、ＤＳＬは、デジタル加入者
線（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｌｉｎｅ）を表す。
【００２３】
　これらのサービスは、ＲＪ４５コネクタ２０９を介して住居用ゲートウェイ２０１に提
供される。ＲＪ４５コネクタ２０９およびＲＪ４５ポートコネクタ２０８は、それぞれ、
８本のピンを有する。
【００２４】
　住居用ゲートウェイは、選択コンポーネント２０７を有する。この選択コンポーネント
２０７によって、ファーストイーサネット、ギガビットイーサネット、ＰＳＴＮ単独、Ｐ
ＳＴＮ＋ｘＤＳＬ、または、ｘＤＳＬ単独などのサービスのから、住居用ゲートウェイ２
０１で起動するサービスを選択することができる。
【００２５】
　ファーストイーサネットサービスは、ＲＪ４５ポートコネクタ２０８のピン１，２，３
，６で検出可能である。ファーストイーサネットが検出されると、システムは、そのポー
トがギガビットイーサネットにも使えるか否かを知ろうとする。ギガビット機能が可能で
ある場合、ファーストイーサネットサービスは、ＲＪ４５ポートコネクタ２０８の８本の
ピンで起動されるギガビットサービスに切り替えられる。
【００２６】
　選択コンポーネント２０７の操作方法を記載する。
【００２７】
　選択コンポーネント２０７は、２つの選択モードを有する。第１の選択モードは、「ｘ
ＤＳＬ（＋ＰＳＴＮ）モード」であり、第２の選択モードは、「ギガビットモード」であ
る。
【００２８】
　選択モード「ｘＤＳＬ（＋ＰＳＴＮ）モード」においては、ＲＪ４５ポートコネクタ２
０８のピン４と５は、住居用ゲートウェイ２０１の音声回路２０２とｘＤＳＬ　ＡＦＥ２
０５とにリンクされ、ＲＪ４５ポートコネクタ２０８のピン１，２，３，６，７，８は、
住居用ゲートウェイ２０１のイーサネット回路２０６にリンクされる。
【００２９】
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　選択モード「ギガビットモード」において、ＲＪ４５ポートコネクタ２０８の８本のピ
ン１～８は、住居用ゲートウェイ２０１のイーサネット回路２０６に接続される。
【００３０】
　選択コンポーネントが「ｘＤＳＬ（＋ＰＳＴＮ）モード」であっても「ギガビットモー
ド」であっても、ＲＪ４５ポートコネクタ２０８のピン１，２，３，６，７，８は、住居
用ゲートウェイ２０１のイーサネット回路２０６に接続されたままである。結果として、
その２つの選択モードにおいては、住居用ゲートウェイ２０１のイーサネット回路２０６
によって、ＲＪ４５ポートコネクタ２０８のピン１，２，３，６を介して、イーサネット
サービスの信号伝達を検出することができる。結果として生じる利点は、２つのポートで
はなく１つのポートを使用することである。
【００３１】
　図１の初期状態Ｓ１において、選択コンポーネント２０７は、「ｘＤＳＬ（＋ＰＳＴＮ
）モード」である。「ｘＤＳＬ（＋ＰＳＴＮ）モード」設定においては、住居用ゲートウ
ェイ２０１の音声回路２０２によって、ＲＪ４５ポートコネクタ２０８のピン４，５を介
して伝達されるＰＳＴＮサービスの信号を検出することができる。初期状態は、例えば、
住居用ゲートウェイ２０１のスイッチを入れた時、または、住居用ゲートウェイ２０１が
住居用ゲートウェイ２０１の選択状態の１つにおいて同期を失うと、開始される。
【００３２】
　住居用ゲートウェイ２０１のｘＤＳＬ　ＡＦＥ（アナログフロントエンド）２０５の送
信部は、初期状態において無効にされ、ｘＤＳＬ　ＡＦＥ２０５の受信部は有効にされる
。これによって、ＲＪ４５ポートコネクタ２０８に信号が出力されるのを防ぎつつ、ｘＤ
ＳＬ　ＡＦＥの受信部は、ｘＤＳＬサービスが利用可能か否かを検出することができる。
【００３３】
　さらに、イーサネット回路２０６は、初期状態Ｓ１で有効にされ、ピン１，２，３，６
を用いて、ファーストイーサネット、例えば、１０／１００Ｍｂｉｔイーサネット信号を
検出する。
【００３４】
　そして、検出状態Ｓ２において、住居用ゲートウェイの、音声回路２０２、ｘＤＳＬ　
ＡＦＥ２０５の受信部、および、イーサネット回路２０６は、それぞれ、連続的に、並行
して、一方はピン４，５で、他方はピン１，２，３，６で、検知を行い、ＲＪ４５ポート
コネクタ２０８を介して住居用ゲートウェイ２０１に接続されているデバイスから信号伝
達されるサービスの存在を検出する。この検知は、異なるピンのセットで行われる、すな
わち、ｘＤＳＬとＰＳＴＮに関しては、ピン４，５、イーサネットに関しては、ピン１，
２，３，６で行われ、共通のピンを用いないので、並行して行うことができる。ｘＤＳＬ
とＰＳＴＮサービスは、同じピン４，５で共有されるサービスなので、並行して検出する
ことができる。
【００３５】
　検出状態Ｓ２に、選択状態Ｓ３が続く。住居用ゲートウェイ２０１のイーサネット回路
２０６が、ピン１，２，３，６でファーストイーサネット信号を検出した場合（ケース１
）、住居用ゲートウェイ２０１のｘＤＳＬおよびＰＳＴＮのハードウェアは、無効にされ
、イーサネット回路２０６は、選択コンポーネント２０７の設定モードを「ギガビットモ
ード」に変更する。そして、選択コンポーネント２０７の「ギガビットモード」が有効に
されると、イーサネットリンクが初期化される。次に、ユーザは、イーサネットリンクが
設定されるのを待つ。イーサネットリンクが設定されると、ユーザは、最終状態が「イー
サネット」であると通知される。同期が失われた場合、選択コンポーネント２０７は、ｘ
ＤＳＬ＋ＰＳＴＮ検知が有効な初期状態Ｓ１に戻る。
【００３６】
　住居用ゲートウェイ２０１の音声回路が、選択状態Ｓ３中に、ＰＳＴＮ信号を検出した
場合（ケース２）、選択コンポーネント２０７は、「ｘＤＳＬ＋ＰＳＴＮモード」設定の
ままである。その場合、ＰＳＴＮ信号に加えて、ｘＤＳＬがある場合、ｘＤＳＬがない場
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出される場合、ｘＤＳＬ　ＡＦＥ２０５によって、ｘＤＳＬ　ＡＦＥ２０５の送信機は、
それ自体を、ＲＪ４５コネクタを介して住居用ゲートウェイ２０１に接続されているＤＳ
ＬプロバイダのｘＤＳＬ送受信機に同期させることができる。ユーザは、ｘＤＳＬが同期
を試みているので、ケーブルの接続を切らないようにと、インジケータを通して通知され
る。そうすると、イーサネット回路２０６とのイーサネットインタフェースは、無効に設
定される。ｘＤＳＬ信号が検出されない場合、すなわち、Ｘ秒経っても、ＤＳＬ　ＡＦＥ
がハンドシェイクを検出しない場合、ユーザは、ＰＳＴＮサービスが起動され、ｘＤＳＬ
サービスは起動されないことを、インジケータを通して通知される。しかし、ｘＤＳＬは
、引き続き、同期を試みてよい。
【００３７】
　初期状態Ｓ１開始からＸ秒経っても、ＰＳＴＮ信号もイーサネット信号も検出されない
場合、住居用ゲートウェイのｘＤＳＬ　ＡＦＥ２０５は、ｘＤＳＬ信号を探す（ケース３
）。ｘＤＳＬ　ＡＦＥ２０５の送信機が有効にされ、送信機はそれ自身をｘＤＳＬ送受信
機に同期させるように、Ｙ秒間、試みる。ユーザは、ケーブルのプラグを抜かないように
インジケータを通して通知される。
【００３８】
　ｘＤＳＬ　ＡＦＥ２０５が、ｘＤＳＬの同期を完成させることができると、ユーザは、
ｘＤＳＬが起動されたと、インジケータを通して通知される。そして、最後に選択された
インタフェースは、「ＤＳＬ単独」に設定され、イーサネットインタフェースは無効に設
定される。しばらくして同期が失われた場合、住居用ゲートウェイ２０１は初期状態Ｓ１
に戻る。
【００３９】
　ｘＤＳＬ同期後にＹ秒経っても、ｘＤＳＬ　ＡＦＥ２０５がＤＳＬ信号を検出しない場
合、ｘＤＳＬ　ＡＦＥ２０５のスイッチが切れる。ユーザは、この時点で、イーサネット
装置にプラグを差し込んでよいと通知される。住居用ゲートウェイ２０１は、再度ｘＤＳ
Ｌの初期化を試みる前に、Ｘ秒間、ＰＳＴＮまたはイーサネット信号を待つ。
【００４０】
　インタフェースが最終的に選択される前の、いずれかの時点で、イーサネット信号伝達
と、ＰＳＴＮまたはＤＳＬ信号との両方が検出された場合、ケーブルのプラグを抜いて、
配線をチェックするようにという指示と共に、エラー状態「エラー」がユーザに対して警
告される。Ｚ秒の間、信号が検出されないと、住居用ゲートウェイ２０１は、検出プロセ
スを停止して、エラー状態に入る。ステップＳ５で、Ｚ秒間信号が検出されなかった後、
住居用ゲートウェイ２０１は、再度、検出状態Ｓ２を開始する。 
　ケース１～３の１つを検出および選択した後、住居用ゲートウェイ２０１は、ホールド
状態Ｓ４に留まる。ケース１～３の何れかに関してホールド状態Ｓ４中に同期が失われる
と、住居用ゲートウェイ２０１はステップＳ６で初期状態Ｓ１に戻る。
【００４１】
　本発明の利点は、単一のポートを介して、主装置で複数のサービスを提供でき、かつ、
あらゆる可能な状態に関して、例えば、ピン４，５を介してＰＯＴＳサービスによって供
給される４８Ｖの電圧等の危険なほど高い電圧がイーサネット回路２０６に接続されるの
を避けられる。主装置のコネクタの量は減り、選択機構が自動化されて、ユーザにとって
の制約が限られる。また、選択後、使用されていないインタフェースが明らかになり、節
電のために電源が切られる。
【００４２】
　また、本発明の他の実施形態は、本発明の範囲を逸脱することなく、当業者によって利
用されてよい。本発明は、詳細には、住居用ゲートウェイ、または、第２のサービスとし
てｘＤＳＬおよび／またはＰＳＴＮサービスに限定されない。本発明は、従って、請求項
で規定される。
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【要約の続き】
サネットサービスの代わりに、ギガビットイーサネットサービスを有効にするステップとを、含む。
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